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岩
倉
市
は

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
37
年
１
月
27
日
）

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
12
月
20
日
）

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
16
年
12
月
６
日
）

　
・
環　

境　

都　

市　

宣　

言（
平
成
25
年
３
月
28
日
）

 

の
ま
ち
で
す
。

小さなまちから大きな夢を
岩倉市民憲章

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って）
育てよう　心　からだ　 みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って）
高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って）
守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って）
つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って）

市の花／つつじ

https://twitter.com/iwakuraiiwakun

https://www.facebook.com/iiwakun

い～わくん　ツイッター 検 索

@iwakuraiiwakun

Facebook

い～わくん　フェイスブック 検 索

い～わ　いわくら観光なび 検 索

スマートフォンアプリ
　い～わいわくら
 観光なび　
【iOS・Androidに対応】

※ ＥＳＤとは…持続可能な開発のための教育と訳され、
誰もが将来にわたって安心して暮らせる世界をつく
るための人づくり、学びあいがＥＳＤです。

▲６月９日（月）、11月に行われ
る「ＥＳＤに関するユネスコ世
界会議」のＰＲをするため、Ｐ
Ｒ隊である「ESD L

ラ ヴ ァ ー ス

OVEARTH」
が表敬訪問しました。

市政の窓 ３

・ 岩倉市ジュニアオーケストラ第14回定
期演奏会を開催します ………………… ３
・ 「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例
給付金」「子育て支援減税手当」の案内
書を７月下旬に送付します …………… ３
・ 金婚・ダイヤモンド婚祝賀会～結婚50周
年、60周年のご夫婦をお祝いします～ … ３
・ 「い～わくんキャラバン隊」が皆さんの
ところへ出かけます！ ………………… ４
・ 第４回「岩倉軽トラ市」を開催します！ … ４
・ 情報公開制度と個人情報保護制度の運用
状況をお知らせします ………………… ５
・ 国民健康保険税の納税通知書を送付しま
す ………………………………………… ６

・ 国民健康保険税の軽減措置を拡大しまし
た ………………………………………… ７

・ 災害時にも使えるレシピ（家庭料理編） … ７
・ 平成26年度後期高齢者医療制度の保険
料のお知らせを送付します …………… ８
・ 後期高齢者医療制度の保険証を更新しま
す ………………………………………… ８

・ 国民年金保険料の免除制度をお知らせし
ます ……………………………………… ９

・ 平成26年度介護保険料額（本徴収額）
決定通知書を郵送します …………… 10

・ 下水道整備区域の皆さんへ　下水道受益
者負担金の納付書を送付します …… 11
・ ＰＲ大使い～わくん …………………… 11

健康講座 12

保健師すこやか日誌 13

Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー 25

「節電」にご協力をお願いします 26

フォトニュース 27
アダプトプログラムの日、古代米づくり農
業体験、岩倉北小学校２年生　「町たんけ
ん」

広報いわくら　2014年7月1日号　No.1039

催し •••••••••••••••••••••••••••••14
募集 •••••••••••••••••••••••••••••16
講座・教室 ••••••••••••••••••••••17
健康 •••••••••••••••••••••••••••••19
相談・その他 •••••••••••••••••••21

暮らしのガイド 14

表紙の写真
「国際交流協会
 こいのぼりづくり」
　５月31日（土）、６
月１日（日）、国際交流
協会によるこいのぼり
づくり体験が中本町の
中島屋幟店の協力のも
とで行われました。
（写真提供は、広報モニ
ター　山田幸哉さん）
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岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
第
14
回
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す

　

14
回
目
と
な
る
今
回
の
演
奏
会
は
ビ

ゼ
ー
の｢

ア
ル
ル
の
女｣

や
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
の
楽
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
７
日
㈰
午
後
２
時
（
開
場

午
後
１
時
30
分
、
終
演
予
定
午
後
４
時
）

●
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

●
指
揮　

鈴す
ず

木き

竜た
つ

哉や

●
演
奏　

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ●
曲
目　

ビ
ゼ
ー
／
ア
ル
ル
の
女
第
１
組

曲
・
第
２
組
曲
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
／
こ
う

も
り
序
曲
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
／
シ
ン
コ
ペ

イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ク
ロ
ッ
ク　

ほ
か

●
入
場
料　

５
０
０
円
（
全
自
由
席
）

※
３
歳
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

７
月
８
日
㈫

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
１
階
観
光
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
情
報
サ
ロ
ン
）

●
主
催　

岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
」「
子
育
て
支
援
減
税
手
当
」

の
案
内
書
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

　

給
付
金
等
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
世
帯
に
は
、
７
月
下
旬
に
市
か
ら
案
内

書
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
広
報
い
わ
く

ら
５
月
１
日
号
で
７
月
上
旬
の
送
付
と
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

広
報
い
わ
く
ら
７
月
15
日
号
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
先　

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

は
介
護
福
祉
課
生
活
保
護
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
０
９
）、
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
お
よ
び
子
育
て
支
援
減
税
手

当
に
つ
い
て
は
児
童
家
庭
課
家
庭
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
０
）
ま
で
。

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
祝
賀

会
〜
結
婚
50
周
年
、
60
周
年
の

ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
す
〜

　

市
で
は
、
結
婚
50
周
年
、
60
周
年
を
迎

え
ら
れ
る
ご
夫
婦
を
招
待
し
て
、
金
婚
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
15
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

●
内
容　

式
典
（
祝
い
の
品
の
贈
呈
な

ど
）、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

●
対
象　

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、結
婚
50
年
目
ま
た
は
、

60
年
目
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
。ま
た
は
、

す
で
に
結
婚
50
年
ま
た
は
、
60
年
目
を
迎

え
て
い
る
が
、（
都
合
で
）
今
ま
で
に
申

し
出
て
い
な
い
ご
夫
婦
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
祝

賀
会
が
行
わ
れ
る
日
ま
で
引
き
続
き
市
内

に
お
住
ま
い
の
こ
と
。

【
結
婚
50
年
目
（
金
婚
）】
昭
和
40
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
の
届
出

を
し
て
い
る
夫
婦

【
結
婚
60
年
目
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
）】
昭

和
30
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
る
夫
婦

●
申
込
方
法　

介
護
福
祉
課
に
あ
る
「
金

婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
る
夫
婦
申

出
書
」
に
ご
夫
婦
の
戸
籍
謄
本
を
添
え
て

（
本
籍
が
市
内
の
場
合
は
不
要
）
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
８
月
15
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
・
問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福

祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
９
）
ま

で
。
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●
市
政
の
窓
●

「
い
〜
わ
く
ん
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
」
が
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
出
か
け
ま
す
！

　

市
で
は
、
い
〜
わ
く
ん
を
Ｐ
Ｒ
大
使
に

任
命
し
、
い
〜
わ
く
ん
を
通
じ
た
観
光
情

報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
〜
わ
く

ん
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

今
年
度
も
「
い
〜
わ
く
ん
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」
を
結
成
し
、市
内
の
各
地
区
や
学
校
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
へ
訪
問
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

活
動
状
況
は
い
〜
わ
く
んFacebook

や

T
w
itter

ペ
ー
ジ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
、
い
〜
わ
く
ん

と
お
友
だ
ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
い
〜
わ
く
ん
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
の
訪
問

先
を
募
集
し
ま
す
！

●
訪
問
内
容　

握
手
会
、
写
真
撮
影
会
、

歌
と
ダ
ン
ス
（
い
わ
く
ら
だ
い
す
き
い
〜

わ
く
ん
）、
盆
踊
り
、
み
ん
な
の
岩
倉
い

〜
わ
く
ん
の
披
露
な
ど

●
訪
問
時
間　

１
か
所
に
つ
き
、
30
分
程

度●
訪
問
の
条
件　

①
特
定
の
政
治
、
思
想

若
し
く
は
宗
教
ま
た
は
、
営
利
活
動
の
イ

ベ
ン
ト
で
な
い
こ
と
。
②
人
の
目
に
触
れ

ず
着
脱
が
で
き
る
場
所
お
よ
び
駐
車
場
が

確
保
で
き
る
こ
と
。
③
ブ
ロ
グ
等
に
よ
る

活
動
状
況
の
発
信
を
了
承
い
た
だ
け
る
こ

と
。
詳
し
く
は
、「
い
〜
わ
く
ん
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
」訪
問
実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
費
用　

無
料
（
希
望
日
が
重
複
す
る
時

は
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
）

●
申
込
方
法　

所
定
の
訪
問
依
頼
書
を
商

工
農
政
課
へ
①
直
接
提
出
、
②
Ｅ
メ
ー
ル

（shokono@
city.iw

akura.lg.jp

）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
訪
問
依
頼
書
と
訪
問
実
施
要
領　

岩
倉

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参

照
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
商
工

農
政
課
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

い
〜
わ
く
んFacebook

とTw
itter

の

更
新
を
し
て
い
ま
す
！

「
岩
倉
市
Ｐ
Ｒ
大
使
」
い
〜
わ
く
ん
の

Facebook

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

い
〜
わ
く
ん
の
素
朴
な
つ
ぶ
や
き
や
、

マ
ル
秘
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
の
活
動
な
ど
、
い
〜
わ
く
ん
盛
り
だ

く
さ
ん
で
お
届
け
し
ま
す
。

い
〜
わ
く
んFacebook

へ
の
ア
ク
セ
ス

は
こ
ち
ら

h
ttp
://w

w
w
.faceb

ook.com
/

iiw
akun

い
〜
わ
く
んTw

itter

へ
の
ア
ク
セ
ス
は

こ
ち
ら

h
ttp

s
:/
/
tw
itte

r.c
o
m
/

iw
akuraiiw

akun

◇
岩
倉
を
再
発
見
！
「
い
〜
わ
い
わ
く
ら

観
光
な
び
」

　
「
い
〜
わ
い
わ
く
ら
観
光
な
び
」
は
、

３
つ
の
機
能
を
備
え
た
充
実
の
観
光
ガ
イ

ド
ア
プ
リ
。

　

A
ndroid 

携
帯
、iPhone 

のiO
S7

に
対
応
し
た
「
い
わ
く
ら
観
光
な
び
」
が
、

G
oogle Play

ス
ト
ア
、A

pp Store

に

そ
れ
ぞ
れ
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
す
ぐ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
い
〜

わ
く
ん
と
一
緒
に
岩
倉
市
の
魅
力
を
再
発

見
し
よ
う
！

【
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
】

・A
ndroid

：G
oogle Play

ス
ト
ア
で

「
い
わ
く
ら
観
光
な
び
」
と
検
索

・iO
S

：A
pp Store

で
「
い
わ
く
ら
観

光
な
び
」
と
検
索

●
問
合
先　

商
工
農
政
課
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。

第
４
回
「
岩
倉
軽
ト
ラ

市
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
第
４
回
「
岩

倉
軽
ト
ラ
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
も
、
新
鮮
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
市
が
多
数
出
店
し
ま

す
。

　

ま
た
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

７
月
13
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行

●
と
こ
ろ　

八
剱
憩
い
の
広
場

●
主
な
出
品
物　

農
産
物
、
パ
ン
、
ハ
ム
・

ソ
ー
セ
ー
ジ
類
、
雑
貨
な
ど

※
出
品
物
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

●
イ
ベ
ン
ト　
「
岩
倉
鳴
子
お
ど
り
の
会

五
条
川
桜
」
に
よ
る
鳴
子
踊
り
と
「
い
わ
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●
市
政
の
窓
●

く
ら
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
に
よ
る

演
奏
を
行
い
ま
す
（
※
天
候
に
よ
り
中
止

の
場
合
あ
り
）。

・
岩
倉
鳴
子
お
ど
り
の
会　

五
条
川
桜

〈
出
演
時
間
〉
①
午
前
10
時
〜
、
②
午
前

11
時
〜

・
い
わ
く
ら
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

〈
出
演
時
間
〉
①
午
前
10
時
30
分
〜
、
②

午
前
11
時
30
分
〜

●
主
催
等　

主
催
…
岩
倉
市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
い
わ
く
ら
観
光
振
興
会
、
主
管
…
岩
倉

軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会
、
後
援
…
岩
倉
市

商
工
会

●
問
合
先　

岩
倉
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
農
政
課
内
☎
３
８
‐
５
８

１
２
）
ま
で
。

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情

報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
知
る
権

利
」
を
保
障
す
る
た
め
の
情
報
公
開
制
度

と
、
市
が
保
有
す
る
個
人
の
情
報
を
守
る

た
め
の
個
人
情
報
保
護
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て

　

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
知
り
た

い
情
報
（
岩
倉
市
が
作
成
ま
た
は
、
取
得

し
た
公
文
書
）を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
政
へ
の
理
解
、
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

岩
倉
市
が
保
管
ま
た
は
管
理
し
て
い
る

文
書
・
帳
票
・
図
画
な
ど
の
情
報
に
つ
い

て
、
情
報
の
公
開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
が
識
別
で
き
る
情
報
な

ど
、
公
開
で
き
な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
情
報
に

関
す
る
皆
さ
ん
の
権
利
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
と
利
益
を
保

護
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
に
関
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

そ
の
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
開
示
さ
れ
た
情
報
に
誤
り
が
あ

る
場
合
や
、
適
切
な
取
り
扱
い
が
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
、
訂
正
請
求
や
利
用
停
止

請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
請
求
窓
口　

行
政
課
（
市
役
所
６
階
）

●
手
続
き　

ご
自
分
の
情
報
の
請
求
に
は

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
で
す
。

●
負
担
費
用

☆
閲
覧
…
無
料

☆
公
文
書
の
写
し
の
交
付
…
１
面
に
つ
き

10
円

☆
公
文
書
の
写
し
の
証
明
…
１
件
に
つ
き

２
０
０
円

☆
郵
送
の
場
合
…
郵
便
料
金
を
加
算

●
適
正
使
用　

　

公
開
ま
た
は
開
示
さ
れ
た
情
報
は
、
制

度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
正
し
く
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
公
開
を
拒
否
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
救
済

　

請
求
に
対
す
る
決
定
に
対
し
て
不
服
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　

行
政
課
行
政
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
８
‐
５
８
０
４
）
ま
で
。

情報公開制度 個人情報保護制度

情報公開を請求された件数 ２８件 自己情報の開示などを請求された件数 ５４件

情報公開の可否の件数

全部公開 　６件

開示の可否の件数

全部開示 ３０件

一部非公開 １９件 一部開示 　９件

非公開 　３件 不開示 １５件

不服申し立ての件数 　１件 不服申し立ての件数 　０件

平成２５年度の情報公開・個人情報保護制度運用状況
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●
市
政
の
窓
●

国
民
健
康
保
険
税
の
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま

す平
成
26
年
度
第
４
〜
12
期
分
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬

に
発
送
し
ま
す
。

　

今
回
発
送
す
る
納
税
通
知
書
は
、
前
年

所
得
金
額
等
を
基
礎
に
算
定
し
た
年
税
額

か
ら
、
す
で
に
通
知
し
ま
し
た
税
額
（
第

１
〜
３
期
）
を
差
し
引
き
、
９
回
に
分
割

し
た
も
の
で
す
。
第
４
〜
12
期
ま
で
各
納

期
ご
と
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

★
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
65
〜
74
歳

の
世
帯
主
の
う
ち
、
次
の
①
〜
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
場
合
は
、
原
則
特
別
徴
収

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
（
特
別
徴
収
を

中
止
す
る
届
出
を
さ
れ
て
い
る
人
は
除
き

ま
す
）。

①
１
年
間
に
受
け
取
る
年
金
が
18
万
円
以

上
で
あ
る
。
②
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
。
③
同
一
世
帯
内
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
全
員
が
65
〜
74
歳
で

あ
る
。

★
平
成
26
年
度
に
初
め
て
特
別
徴
収
と
な

る
世
帯
主
は
10
月
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す

（
第
４
〜
６
期
ま
で
は
、
納
付
書
な
ど
に

よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
）。

★
特
別
徴
収
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
口
座

振
替
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
納
税
通
知
書
に
同
封
の
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

★
特
別
徴
収
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
世
帯
主
は
、
９
月
以
降
は
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
。

税
率
等
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
平
成
26
年
度
か
ら
税
率
等
の

一
部
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
や
市
か
ら
の

補
助
金
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
を
支
え

る
重
要
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
が
病
気
や

ケ
ガ
を
さ
れ
た
と
き
の
医
療
費
を
は
じ
め

出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
に
使
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　

保
険
税
は
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

区分 平成25年度
（改正前）

平成26年度
（改正後）

所得割
世帯の国保加入者の前年
中の所得に応じて計算

医療分 6％ 改正なし

支援金分　※１ 1.9％ 改正なし

介護分　※２ 1％ 1.2％

資産割
世帯の国保加入者の固定
資産税に応じて計算

医療分 40％ 32.5％

支援金分 15％ 11.5％

介護分 5％ 2.5％

均等割
国保加入者一人当たりの
金額で世帯加入者数に応
じて計算

医療分 19,500円 23,900円

支援金分 6,500円 7,000円

介護分 6,500円 改正なし

平等割
国保加入者のいる全世帯
で負担

医療分 19,500円 改正なし

支援金分 6,500円 改正なし

介護分 6,000円 改正なし

課税限度（最高）額

医療分 50万円 51万円

支援金分 13万円 14万円

介護分 11万円 12万円

※１ 　支援金分とは、全国の７５歳以上の人の保険給付費の約４割分について、全
国の国民健康保険や社会保険などが加入人数の割合に応じて負担するもの。

※２ 　介護分とは、全国の介護給付費の約３割分について、全国の国民健康保険や
社会保険などが４０歳から６４歳までの加入人数の割合に応じて負担するも
の。
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●
市
政
の
窓
●

国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
措
置
を
拡
大
し
ま
し

た平
成
26
年
度
分
か
ら
、
所
得
の
少
な
い
人

に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

（
５
割
・
２
割
）
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　

計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。
な
お
、
該
当
す
る
世
帯
に
つ
い

て
は
、
所
得
の
申
告
に
基
づ
い
て
算
定
を

し
て
い
ま
す
。
※
申
告
が
お
済
み
で
な
い

場
合
は
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

平成25年度分

軽減割合 軽減となる基準

7割 総所得金額等の合算額が33万円以下の場合

5割 総所得金額等の合算額が
33万円＋｛24万5千円×（被保険者数－世帯主）｝以下の場合

2割 総所得金額等の合算額が
33万円＋（35万円×被保険者数）以下の場合

平成26年度分から

軽減割合 軽減となる基準

7割 総所得金額等の合算額が33万円以下の場合

5割 総所得金額等の合算額が
33万円＋（24万5千円×被保険者数）以下の場合

2割 総所得金額等の合算額が
33万円＋（45万円×被保険者数）以下の場合

☆献立は一例です。「災害時にも使えるレシピ集」は保健センターでご覧いただけます。
●問合先　健康課指導グループ（保健センター内☎３７－３５１１）まで。

災害時にも使えるレシピ（家庭料理編）

＜材料＞ 1人分 4人分（目安量）
切干大根（乾燥） 10g 40ｇ
水 40ml 150ml
酢 4ml 15ml（大さじ1）
しょうゆ 4ml 15ml（大さじ1）
昆布（乾燥） 1g 4g（10センチ大1枚）

＜作り方＞
１．切干大根はキッチンばさみで食べやすい大きさに切る。
２．容器に、切った切干大根を入れ、ひたひたになるくらい水を注ぐ。
３． 昆布をキッチンばさみで細切りにして加え、水気を切った切干大根と調味料を加えたら完成。昆布
がやわらかくなったら食べごろです。

５分で完成！　切干大根のはりはり漬

PRポイント！
★材料が乾物であることがポイントです。
★ 酢としょうゆの代わりにポン酢や液状の浅漬けの素を使っても簡単に
つくることができます。

５分で完成！切干大根のはりはり漬　＜1人分あたり＞
熱量 34kcal　たんぱく質 1.0g　脂質 0.1 g　炭水化物 7.9g　ナトリウム 312mg　食塩相当量 0.8g
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市
政
の
窓
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平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
25
年
中
の
所
得
が
確
定
し
、
年
額

保
険
料
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
７
月

す
。
そ
の
場
合
は
、
市
民
窓
口
課
保
険
医

療
グ
ル
ー
プ
の
窓
口（
市
役
所
１
階
）で
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
と
印
鑑か
ん

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保
険
証

の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
窓
口

課
保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
へ
申
請
が
必
要
で

す
（
保
険
証
は
、
郵
便
局
へ
の
転
居
届
で

は
転
送
さ
れ
ま
せ
ん)

。
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
と
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

を
持
っ
て
７
月
10
日
㈭
ま
で
に
市
民
窓
口

課
保
険
医
療
グ
ル
ー
プ
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
（
す
で
に
申
請
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

保
険
証
は
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
８
月
１
日
㈮
以
降
に
医

療
機
関
等
で
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
（
今

ま
で
お
使
い
の
薄
藤
色
の
保
険
証
は
、
８

月
以
降
に
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ
ル
ー

プ
へ
返
却
し
て
い
た
だ
く
か
、
個
人
情
報

が
読
み
取
ら
れ
な
い
よ
う
裁
断
し
て
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
）。

　

平
成
26
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
に
よ

り
一
部
負
担
金
の
割
合
等
が
変
更
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
な
お
、
判
定
方
法
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

中
旬
に
平
成
26
年
度
「
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」・「
納
入
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
期
内
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
証
を
更
新
し
ま

す
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
の
色

が
、
薄
藤
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ
り

ま
す
。

　

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈭
で
す
。
８
月
１

日
㈮
か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
保
険
証
を

７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
け
取
る
と
き
に

押
印
ま
た
は
、
署
名
が
必
要
で
す
。
配
達

時
に
不
在
の
場
合
は
、
郵
便
受
け
に
案
内

が
入
り
ま
す
の
で
、
岩
倉
郵
便
局
へ
再
配

達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

岩
倉
郵
便
局
で
の
留
置
期
間
（
案
内
に

記
載
さ
れ
て
い
る
期
間
）
を
過
ぎ
る
と
、

保
険
証
は
市
民
窓
口
課
に
返
還
さ
れ
ま

後期高齢者医療制度の保険料率と計算方法
平成24・25年度（改定前）平成26・27年度（改定後）

所得割率 8.55％ 9.00％
被保険者均等割額 43,510円 45,761円
保険料賦課限度額 55万円 57万円

●保険料の計算方法（所得金額に応じて計算されます）　
所 得 割 額

（所得金額－33万円）
×所得割率9.00%

保 険 料 額
限度額57万円
※100円未満切捨

被保険者均等割額
被保険者１人あたり

45,761円
+ ＝

給付内容
　医療機関の窓口に後期高齢者医療被保険者証を提示
することにより、医療の給付が受けられます。
一般の人　　…………　１割負担
現役並み所得者　……　３割負担
　現役並み所得者とは、同一世帯に住民税の課税所得
額が１４５万円以上ある後期高齢者被保険者がいる世
帯です。ただし、次のいずれかに該当する場合には申
請により１割負担となります。
該当
項目

判定の対象となる人
基準となる
収入合計金額

①
世帯に本人以外の後期高齢者医
療被保険者がいる場合。

５２０万円
未満

②
世帯に本人以外の後期高齢者医
療被保険者がいない場合。

３８３万円
未満

③
上記②の場合で、同一世帯内に
高齢受給者証をお持ちの７０歳
から７５歳未満の人がいる場合

５２０万円
未満

※ ①、②の場合は、被保険者の収入金額の合計額、③
の場合は、被保険者および同一世帯の７０歳以上
７５歳未満の人の収入金額の合計額
※ 判定における収入は必要経費等を差し引く前の金額
です。
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国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
制
度
を
お
知
ら
せ
し

ま
す

　

国
民
年
金
は
、
保
険
料
の
納
付
を
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基

礎
年
金
や
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度

で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
減
額
、
あ
る
い
は
納
付
が
免

除
と
な
る
保
険
料
減
免
制
度
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
度
か
ら
申
請
可
能
期
間
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
２
年
以
内
の
未
納

期
間
に
つ
い
て
申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
法
定
免
除
制
度
】　

障
害
年
金
や
生
活
保

護
法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
人
な

ど
が
届
出
を
行
う
と
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
も
の
で
す
。

【
申
請
免
除
制
度
】　

全
額
免
除
の
ほ
か
、

保
険
料
の
４
分
の
３
、
２
分
の
１
、
４
分

の
１
を
納
付
す
る
と
残
り
の
保
険
料
の
納

付
が
免
除
と
な
る
一
部
納
付（
一
部
免
除
）

が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の

前
年
の
所
得
（
１
月
分
か
ら
６
月
分
の
保

26

険
料
免
除
に
つ
い
て
は
前
々
年
の
所
得
）

が
い
ず
れ
も
免
除
の
基
準
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

扶
養
し
て
い
る
親
族
の
人
数
な
ど
に

よ
っ
て
基
準
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】　

所
得
が
一
定

額
以
上
の
世
帯
主
（
親
な
ど
）
と
同
居
し

て
い
る
た
め
に
、
申
請
免
除
の
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
30
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
、

本
人
（
配
偶
者
を
含
む
）
の
所
得
が
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】　

大
学
・
短
期
大

学
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
学
さ
れ
て
い
る

人
で
、
本
人
の
前
年
所
得
額
か
ら
各
種
控

除
後
の
金
額
が
１
１
８
万
円
以
下
の
場

合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
も
の
で
す
。
対
象
学
校
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
生

納
付
特
例
制
度
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請

免
除
制
度
を
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
保
険
料
の
追
納　

免
除
申
請
な
ど
が
承

認
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
３
年
度
目
以
降
に
納
め

る
場
合
に
は
、
経
過
年
数
に
応
じ
た
加
算

金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
早
め
に

納
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

追
納
し
な
く
て
も
、
免
除
な
ど
の
期
間

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
納
付
に
つ
い

て
は
、
納
付
部
分
の
支
払
い
を
し
な
い
と

未
納
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
承
認
期
間　

申
請
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
法
定
免

除
は
免
除
理
由
が
終
了
す
る
ま
で
、
学
生

納
付
特
例
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
承

認
さ
れ
れ
ば
期
間
の
始
期
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
失
業
や
災
害
な
ど
の

理
由
に
よ
る
と
き
は
、
そ
の
事
由
が
発
生

し
た
前
月
か
ら
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
期
間
が
終
わ
り
、
引
き
続

き
免
除
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
再

度
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

７
月
か
ら
の
免
除
な
ど
が
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
る
人
（
６
月
ま
で
の
免
除
承
認

通
知
に
継
続
審
査
と
さ
れ
て
い
る
人
）
に

つ
い
て
は
、
再
度
申
請
し
な
く
て
も
審
査

の
結
果
、
通
知
が
年
金
事
務
所
か
ら
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

年
金
手
帳
、
印
鑑か

ん

※
失
業
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
離

職
票
の
写
し
な
ど
。

※
学
生
の
人
は
学
生
証
ま
た
は
、
在
学
証

明
書
。

※
課
税
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
申
込
・
問
合
先　

一
宮
年
金
事
務
所（
☎

０
５
８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
５
）
ま
た

は
、
市
民
窓
口
課
窓
口
グ
ル
ー
プ
年
金
担

当
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。

国民年金の保険料が免除（猶予）されると…
免除等の種類 納める保険料額 免除される保険料額 老齢基礎年金額への計算
全額免除      0円 15,250円 免除期間は1/2で計算します。
３/４免除
（１/４納付）  3,810円 11,440円 免除期間は5/8で計算します。

半額免除
（半額納付）  7,630円  7,620円 免除期間は3/4で計算します。

１/４免除
（３/４納付） 11,440円  3,810円 免除期間は7/8で計算します。

若年者納付猶予      0円 猶予 猶予期間は年金額に反映されません。
学生納付特例      0円 猶予 猶予期間は年金額に反映されません。
※ 一部納付の免除は、「納める保険料額」欄の金額を納付しないと未納となり、老齢基礎年金
額への計算に算入されません。
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平
成
26
年
度
介
護
保
険
料

額
（
本
徴
収
額
）
決
定
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す

　

第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
65
歳
以
上
の

人
の
介
護
保
険
料
が
下
表
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年

の
所
得
が
確
定
す
る
ま
で
の
期
間
を
仮
徴

収
期
間
と
し
、
既
に
４
月
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、平
成
25
年
中
の
所
得
が
確
定
し
、

年
額
保
険
料
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

８
月
分
以
降
の
介
護
保
険
料
額
（
本
徴
収

額
）
に
つ
い
て
、
７
月
上
旬
に
「
平
成
26

年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
郵

送
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
い
ざ
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
な
っ
た
と
き
に
、「
償
還
払
い

（
利
用
者
が
い
っ
た
ん
全
額
負
担
し
、
申

請
に
よ
り
９
割
を
払
い
戻
す
制
度
）」
に

支
払
い
方
法
が
変
更
に
な
っ
た
り
、
通
常

１
割
の
利
用
者
負
担
が
３
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
り
す
る
な
ど
の
制
限
が
か
か
り
ま

す
。

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
を
…

　

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
人
で
、

本
来
適
用
す
べ
き
所
得
段
階
の
保
険
料
等

を
負
担
す
る
と
生
活
保
護
が
必
要
と
な
る

が
、
保
険
料
等
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
生
活
保

護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
場
合

に
、
本
来
よ
り
も
負
担
の
低
い
保
険
料
等

を
適
用
す
る
た
め
の
「
境
界
層
措
置
」
と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

介
護
福
祉
課
に
申
請
し
て
「
境
界
層
該
当

証
明
書
」
の
発
行
を
受
け
る
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ

る
と
き
に
は
、
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
１
）
ま
で
。

平成２６年度所得段階別介護保険料

区　　分 対　　象　　者 算出基準 年額保険料

第１段階
老齢福祉年金受給者で本人および世帯全員が市民税非課税
の人、または生活保護を受給している人

4,100円×0.5×12カ月 24,600円

第２段階
本人および世帯全員が市民税非課税で合計所得金額と課税
年金収入額の合計が80万円以下の人

4,100円×0.5×12カ月 24,600円

　第３段階①
本人および世帯全員が市民税非課税で第1段階・第2段階以
外で合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円以下
の人

4,100円×0.63×12カ月 30,900円

　第３段階②
本人および世帯全員が市民税非課税で第1段階・第2段階以
外で合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円を超
える人

4,100円×0.75×12カ月 36,900円

　第４段階①
世帯員に市民税が課税されていて、本人が市民税非課税で
合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

4,100円×0.88×12カ月 43,200円

　第４段階②
世帯員に市民税が課税されていて、本人が市民税非課税で
合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える人

4,100円×1.0×12カ月 49,200円

第５段階
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が125万円未
満の人

4,100円×1.13×12カ月 55,500円

第６段階
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が125万円以
上190万円未満の人

4,100円×1.25×12カ月 61,500円

第７段階
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が190万円以
上500万円未満の人

4,100円×1.50×12カ月 73,800円

第８段階
本人に市民税が課税されていて合計所得金額が500万円以
上の人

4,100円×1.75×12カ月 86,100円

語句解説
★老齢福祉年金…明治４４年（１９１１年）
４月１日以前に生まれた人などに支給される
年金です。
★合計所得金額…「所得」とは、実際の「収入」
から「必要経費相当額」を差し引いた額です。
★課税年金収入…老齢退職年金等の課税年金
収入が対象であり、遺族年金・障害年金等の
非課税年金収入は対象となりません。
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下
水
道
整
備
区
域
の
皆
さ
ん
へ

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
納
付

書
を
送
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
が
完
了

し
た
区
域
か
ら
、
毎
年
「
受
益
者
負
担
金

賦
課
区
域
」
を
定
め
「
受
益
者
負
担
金
」

を
賦
課
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
の

受
益
者
（
土
地
の
所
有
者
ま
た
は
建
物
の

所
有
者
な
ど
）
の
皆
さ
ん
に
、
７
月
１
日

付
け
で
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を

お
確
か
め
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
た
人
に

は
、
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。

●
受
益
者
負
担
金
制
度　

受
益
者
負
担
金

制
度
は
、
下
水
道
の
建
設
費
す
べ
て
を
税

金
で
ま
か
な
う
の
で
は
な
く
、
下
水
道
整

備
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人（
受
益
者
）

に
も
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

●
対
象
と
な
る
土
地　

下
水
道
整
備
区
域

内
に
あ
る
土
地
は
、
す
べ
て
受
益
者
負
担

金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
宅
地
だ
け
で
な

く
、
空
き
地
や
駐
車
場
、
農
地
も
対
象
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、農
地
に
つ
い
て
は
、

農
地
で
な
く
な
る
ま
で
徴
収
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
納
め
て
い
た
だ
く
人　

受
益
者
負
担
金

を
納
め
て
い
た
だ
く
人
（
受
益
者
）
は
、

受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
の
土
地
の
所
有

者
で
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
地
上
権
、
質
権
、

使
用
貸
借
ま
た
は
賃
貸
借
に
よ
る
権
利
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
受
益
者
と

な
り
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
の
額　

受
益
者
負
担
金

賦
課
区
域
の
土
地
に
１
回
限
り
賦
課
す
る

も
の
で
、
一
平
方
㍍
当
た
り
４
５
０
円
に

定
め
て
い
ま
す
。

●
納
付
方
法　

負
担
金
額
を
５
年
に
分
割

し
、
さ
ら
に
１
年
を
４
回
に
分
け
て
合
計

20
回
で
納
め
る
「
分
割
納
付
」
と
、
第
一

期
の
納
期
に
全
額
ま
た
は
１
年
分
を
ま
と

め
て
納
め
る
「
一
括
納
付
」
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
期
納
期
限
の
７
月
31
日
ま
で
に
負

担
金
を
一
括
納
付
す
る
と
、
前
納
報
奨
金

制
度
に
よ
り
納
付
額
が
割
り
引
か
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
下
水
道
の
接
続
工
事
は
お
早
め
に

　

今
年
度
の
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
で

は
、
す
で
に
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
一
日
で
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
事
は
、
岩
倉
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
接
続
工
事
に
は
補
助
金
が
利
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
工
事
着
手
後

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。）。
補
助
金
の
お

問
い
合
わ
せ
は
都
市
整
備
課
計
画
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。

●
受
益
者
負
担
金
の
徴
収
猶
予
を
受
け
て

い
る
皆
さ
ん
へ　

受
益
者
負
担
金
の
徴
収

が
猶
予
さ
れ
て
い
る
土
地
の
受
益
者
は
、

そ
の
土
地
が
農
地
で
な
く
な
っ
た
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
そ
の
土
地
の

受
益
者
を
売
買
な
ど
で
変
更
す
る
場
合
も

届
出
が
必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

上
下
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１
５
）
ま
で
。
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今
回
は
「
冷
え
に
つ
い
て
」
お
話
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
の
に
、
な
ん
で

こ
の
話
題
な
ん
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
現
代
は
、
冬
、
当
然
寒
い

し
、
夏
で
も
室
内
は
ク
ー
ラ
ー
ガ
ン
ガ
ン

だ
し
、
冷
た
い
飲
み
物
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
氷
菓
子
は
す
ぐ
に
手
に
入
る
、
若
い

人
た
ち
は
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
優
先
で
薄
着
、

体
の
外
か
ら
中
か
ら
、
冷
え
ま
く
り
の
人

は
た
く
さ
ん
見
え
ま
す
。
逆
に
夏
の
ほ
う

が
冬
よ
り
冷
え
る
か
も
。

　

ど
ん
な
症
状
が
冷
え
か
ら
来
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
か
と
い
う
と
、

・
頭
痛　

肩
こ
り　

の
ぼ
せ　

め
ま
い　

・ 

鼻
水　

咳　

痰　

風
邪
が
治
り
に
く
い

・
腹
痛　

吐
き
気　

下
痢　

食
欲
低
下

・
腰
痛　

関
節
の
痛
み　

手
足
の
し
び
れ

・ 

全
身
倦
怠
感　

元
気
が
出
な
い　

疲
れ

や
す
い

・
尿
が
近
い　

む
く
み

・
な
ん
と
な
く
調
子
が
悪
い

　

じ
ゃ
あ
、
ど
ん
な
人
が
冷
え
て
る
か
と

い
う
と
、

　

ま
ず
当
然
、
寒
が
り
。
ク
ー
ラ
ー
が
苦

手
。
冷
た
い
も
の
が
苦
手
。
下
痢
を
し
や

す
い
。
う
す
い
尿
が
た
く
さ
ん
出
る
。
手

足
が
冷
え
て
、
寝
る
と
き
靴
下
を
は
き
た

い
。
冬
、
し
も
や
け
が
で
き
る
。
調
子
が

悪
い
と
き
、
温
か
い
も
の
を
飲
ん
だ
り
、

お
風
呂
に
入
っ
た
り
す
る
と
良
く
な
る
。

水
っ
ぱ
な
が
出
る
。
関
節
を
触
る
と
冷
た

い
。

　

で
は
、
思
い
当
た
る
人
は
、
ど
う
し
た

ら
い
い
か
？
日
常
生
活
で
も
改
善
す
べ
き

事
が
あ
り
ま
す
。
温
か
い
も
の
、
体
を
温

め
る
も
の
を
と
る
（
生
姜
湯
と
か
い
い
か

も
）。
冷
た
い
も
の
や
体
を
冷
や
す
も
の

を
控
え
る
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ジ
ュ
ー

ス
、
生
野
菜
、
果
物
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
牛

乳
な
ど
）。
夏
で
も
、
キ
ン
キ
ン
に
冷
え

た
も
の
は
と
ら
な
い
（
運
動
時
は
別
で

す
）。
ク
ー
ラ
ー
は
最
低
限
に
す
る
（
27

か
ら
28
度
ぐ
ら
い
に
し
て
お
く
）。
冬
は

暖
か
い
格
好
を
す
る
（
特
に
手
足
、
お
な

か
を
冷
や
さ
な
い
、
マ
フ
ラ
ー
や
ス
カ
ー

フ
を
す
る
）。
夏
で
も
体
が
冷
え
な
い
格

好
を
す
る
、
電
車
に
乗
る
、
ク
ー
ラ
ー
の

効
い
た
と
こ
ろ
に
行
く
と
き
は
、
上
着
を

一
枚
持
つ
。
入
浴
後
、
体
を
冷
や
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。
寝
冷
え
し
な
い
よ
う
に
す

る
（
夏
、
ク
ー
ラ
ー
を
控
え
気
味
に
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
風
が
直
接
体
に
当
た
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。
冬
、
肩
掛
け
や
腹
巻

を
す
る
）。
規
則
正
し
く
無
理
の
無
い
生

活
を
し
て
、
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
よ
う
に
す
る
。
適
度
に
運
動
す
る
こ
と

を
こ
こ
ろ
が
け
る
、
文
明
の
利
器
に
た
よ

り
過
ぎ
ず
歩
こ
う
。
腹
八
分
目
。

　

そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
、
漢
方
薬
。
西
洋

の
薬
で
は
体
を
温
め
る
薬
は
、
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。（
き
っ
と
、
西
洋
の
人
は

寒
が
り
が
少
な
い
の
で
し
ょ
う
。）
漢
方

薬
に
は
、
末
梢
の
循
環
を
良
く
し
た
り
、

体
を
温
め
た
り
し
、
冷
え
性
に
効
果
の
あ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
真し
ん

武ぶ

湯と
う

、
人に

ん

参じ
ん

湯と
う

、
当と
う

帰き

芍し
ゃ
く

薬や
く

散さ
ん

、
当と
う

帰き

四し

逆ぎ
ゃ
く

加か

呉ご

茱し
ゅ

萸ゆ

生し
ょ
う

姜き
ょ
う

湯と
う

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
、

体
質
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ま
す
。
結
構
有

効
率
は
高
く
比
較
的
早
く
効
果
が
現
れ
ま

す
。
冷
え
性
の
人
は
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

冷
え
に
つ
い
て

 

岩
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市
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講　座
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それぞれの世代に合わせた

健康づくりを行いましょう！

保健師すこやか日誌

岩倉市健康づくり計画　健康いわくら２１（第２次）
～『健康につながる生活習慣づくり』をご紹介します！～

目　標 目　標
○よりよい食生活で健康づくり ○運動を楽しく続けて健康づくり

～取り組みの提案～
○定期的に体重を量る。
○毎日、朝食を摂る。
○毎食、野菜を食べる。
○外食や食品を買う時は、
　栄養成分表示を見る。

～取り組みの提案～
○ 気軽に楽しみながら続けられる運動を見つ
ける。
○今より１日１０分以上多く歩く。
○歩数計などで身体活動量を測る。
○ 地域活動等に参加して、外出する機会を増
やす。

　健康寿命を延ばすためには、若い頃から規則正しい生活を心がけ、生活習慣病を予防していくこと
が必要です。岩倉市生活習慣関連アンケート調査によると、若い世代を中心に多くの世代で、自身が
健康的な生活を送っているかについて疑問を感じているようです。今後は正しい情報を取り入れ、自
分や家族の生活に合わせて、生活習慣を見直してみましょう！

●問合先　健康課指導グループ（保健センター内☎３７－３５１１）

せたせた
う！う！

栄養 運動

まずは１つ。できることから始めてみましょう！
　　　　あなたは何から始めますか？
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広告 広告

催し
●
七
夕
お
は
な
し
会

　

図
書
館
で
は
、
七
夕
に
ち
な

ん
だ
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

７
月
５
日
㈯
午
後
３

時
〜

▼
と
こ
ろ　

図
書
館
２
階
視
聴

覚
室

▼
出
演　

岩
倉
市
図
書
館
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は

な
し
会
」

▼
内
容　

絵
本
・
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

七
夕
飾
り
作
り

▼
問
合
先　

生
涯
学
習
課
図
書

館
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
７
‐
６
８

０
４
）

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す

　

家
庭
の
不
用
品
を
無
駄
な
く

有
効
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
環
境
に
や
さ
し
い
消
費
生

活
を
目
指
そ
う
と
「
い
わ
く
ら

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。
い
〜
わ
く
ん
も
来
場

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
12
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

※
開
始
時
間
が
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
入
場
は
午
後

零
時
30
分
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
出
店
者　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
30
店
、
み
の
り
の
里

▼
問
合
先　

商
工
農
政
課
商
工

観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
１
２
）

●
自
然
生
態
園
で
ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
大
会
と
夜
の
観

察
会
を
行
い
ま
す

◎
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会

　

自
然
生
態
園
の
と
ん
ぼ
池
で

「
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
大
会
」
を
行

い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
19
日
㈯
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

自
然
生
態
園
（
北

島
町
）

▼
内
容　

午
前
10
時
か
ら
11
時

ま
で
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
を
し
、
一

番
大
き
い
も
の
の
重
量
で
順
位

を
決
め
ま
す
。
上
位
３
人
に
は

賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

小
学
生
以
下
の
児
童

（
定
員
30
人
）
※
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
釣
り
竿
や
え
さ
、
バ
ケ
ツ
等

は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
リ
ー
ル
、
テ
グ
ス
糸
は
禁
止

し
ま
す
）。

◎
夜
の
観
察
会

　

自
然
生
態
園
で
「
夜
の
観
察

会
」
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
26
日
㈯
午
後
７

時
〜
８
時
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

自
然
生
態
園
（
北

島
町
）

▼
内
容　

カ
ラ
ス
ウ
リ
の
開
花

や
夜
行
性
の
昆
虫
、
そ
し
て
せ

み
の
羽
化
な
ど
を
観
察
し
ま

す
。
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
動
植
物
の
珍
し
い
様

子
を
観
察
で
き
ま
す
。

※
状
況
に
よ
り
観
察
す
る
生
物

は
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
小

学
校
３
年
生
以
下
の
児
童
が
参

加
さ
れ
る
場
合
は
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
事

前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
先　

環
境
保
全

課
環
境
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
０
８
）

※
当
日
の
問
合
先　

自
然
生
態

園
（
☎
６
６
‐
６
７
０
１
）
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み
ど
り
の
家

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

７
月
は
、
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
で
お
馴
染
み
の
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ

ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ
の
ラ
イ
ブ
で

す
。
本
年
、
結
成
10
周
年
を
迎

え
、
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
っ
た

ウ
ク
レ
レ
の
音
色
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
♪　

入
場
無
料
♪

▼
出
演　

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
ウ
ク
レ
レ

ク
ラ
ブ

▼
曲
目　
「
大
き
な
古
時
計
」

「
オ
ブ
ラ
デ
ィ
オ
ブ
ラ
ダ
」「
雨

に
ぬ
れ
て
も
」　

他

▼
と
き　

７
月
20
日
㈰
午
後
２

時
〜

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
‐
６

７
０
０
）

　

希
望
の
家

●「
わ
く
わ
く
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
す

　

独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構
「
子
ど
も
ゆ
め

基
金
助
成
活
動
」

◎
弥
生
式
土
器
づ
く
り

　

歴
史
体
験
教
室
と
し
て
、
弥

生
式
土
器
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。「
作
成
」
と
「
焼
成
」

の
日
に
分
け
て
行
な
い
ま
す
。

「
焼
成
」
編
で
の
空
き
時
間
で

藍
の
生
葉
染
め
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

▼
と
き　

（
作
成
編
）
７
月
25
日
㈮
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

（
焼
成
編
）
８
月
７
日
㈭
午
後

１
時
〜
８
日
㈮
午
前
10
時
※
宿

泊
と
な
り
ま
す
。

▼
定
員　

20
人

▼
対
象　

小
学
生

▼
参
加
費　

２
千
５
０
０
円

（
両
日
程
の
合
計
）

▼
持
ち
物　

申
し
込
み
時
に
連

絡
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　

電
話
で
希

望
の
家
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
☎
３
７
‐
４
１
９
１
）

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
講
演
会

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
を
予
防
し
更

生
を
支
援
す
る
活
動
で
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
し
っ
か
り
と
自

分
の
人
生
を
生
き
ら
れ
る
社
会

を
築
く
に
は
、
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
に
援
助
し
あ
え
る

地
域
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
江

南
保
護
区
保
護
司
会
で
は
こ
の

運
動
に
合
わ
せ
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
27
日
㈰
午
後
３

時
〜
４
時
30
分
（
開
場
…
午
後

２
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
民
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
（
江
南
市
北
野
町

川
石
25
番
地
１
）

▼
演
題　
『
い
の
ち
の
大
切
さ
』

▼
講
師　

中な
か

村む
ら　

薫か
お
る

さ
ん
（
真

宗
大
谷
派
養
蓮
寺
住
職
）

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】…
一
九

四
八
年
愛
知
県
に
生
ま
れ
る
。

大
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科

（
華
厳
学
）卒
業
。同
大
学
院
人

文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
仏
教

学
専
攻
修
了
。現
在
、同
朋
大
学

文
学
部
仏
教
文
化
学
科
教
授
。

文
学
博
士
。著
書
に「
い
の
ち
を

差
別
す
る
も
の
」「
華
厳
の
浄

土
」「
親
鸞
の
華
厳
」「
出
会
い
そ

し
て
別
離
の
い
の
ち
」ほ
か
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
主
催　

江
南
保
護
区
保
護
司

会▼
後
援　

岩
倉
市
更
生
保
護
女

性
会
ほ
か

▼
問
合
先　

江
南
保
護
区
保
護

司
会
事
務
局
（
江
南
市
役
所
福

祉
課
☎
５
４
‐
１
１
１
１
内
線

２
５
５
）

　

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

●
親
子
七
宝
焼
講
習
会

　

み
ど
り
の
家
で
は
、
夏
休
み

に
親
子
（
小
学
生
以
上
）
で
、

七
宝
焼
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
親
子
七
宝

焼
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
七
宝
釉
薬
を
使
っ
て

絵
を
描
く
『
絵
画
七
宝
』
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
30
日
㈬
、
31
日

㈭
、
８
月
２
日
㈯
（
時
間
は
各

日
午
前
９
時
〜
正
午
）

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
の
家
工
芸

体
験
室

▼
定
員　

各
日
20
人（
計
60
人
）

※
先
着
順

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料

費
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６

６
‐
６
７
０
０
）

市民スペース情報
●市役所庁舎ミニステージ
【ミニ・コンサート】

▼とき　７月５日（土）午前１０時３０分～正午

▼問合先　近藤（☎０９０－８１５３－０１１４）
●市役所庁舎ギャラリー
【第８１回岩倉絵画同好会作品展】

▼とき　７月７日（月）午前１０時～７月１２日（土）午後４時

▼問合先　岩倉絵画同好会　丹羽（☎０９０－６３６６－３３３５）
●生涯学習センターギャラリー
【龍峰書道会・小品展】

▼とき　７月１３日（日）午前１１時～１９日（土）午後３時

▼問合先　土屋（☎３７－２０１０）
●市民スペースに関する問合先　 生涯学習課生涯学習グループ（☎３８

－５８１９）
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募集●
保
育
園
の
パ
ー
ト
保
育

士
　

市
で
は
、
保
育
園
の
パ
ー
ト

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
好
き
で
、
保
育
士
資

格
を
お
持
ち
の
人
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
勤
務
内
容　

保
育
業
務　

７
・
５
時
間
（
午
前
７
時
30
分

か
ら
午
後
７
時
ま
で
の
間
で
時

差
勤
務
有
り
）

▼
賃
金　

１
時
間
１
千
１
１
０

円▼
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を

有
す
る
人

▼
申
込
・
問
合
先　

児
童
家
庭

課
児
童
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐

５
８
１
０
）

●
新
川
親
子
流
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
者

　

新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協

議
会
で
は
、
新
川
親
子
流
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
川

で
の
体
験
活
動
や
治
水
施
設
見

学
を
通
じ
て
、
親
子
で
楽
し
み

な
が
ら
お
住
ま
い
の
地
域
の
川

や
治
水
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
夏
休
み
の
こ
の
機

会
に
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

８
月
３
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

▼
集
合
場
所　

小
牧
市
役
所　

午
前
９
時
（
受
付
午
前
９
時
〜

９
時
15
分
）

▼
内
容　

・
川
に
住
む
生
き
物

を
さ
が
そ
う
！（
春
日
井
市
内
） 

・
雨
水
を
貯
め
る
施
設
（
小
牧

市
内
、
豊
山
町
内
）
を
見
に
行

こ
う
！

・
鴨
田
川
排
水
機
場
（
北
名
古

屋
市
内
）
を
見
に
行
こ
う
！

▼
参
加
対
象　

市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
４
年
生
〜
６
年
生
と

そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料
（
昼
食
を
含

む
）
※
集
合
場
所
ま
で
の
交
通

費
は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま

す
。

▼
定
員　

40
組
80
人

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
帽
子
、

着
替
え
、
飲
み
物

▼
注
意
事
項　

①
集
合
場
所
へ

は
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
生
き
物
さ
が
し
は
川
に
入
っ

て
活
動
し
ま
す
の
で
、
濡
れ
て

も
い
い
服
、
靴
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

③
主
催
者
を
通
し
て
加
入
す
る

保
険
で
補
え
な
い
怪
我
に
つ
き

ま
し
て
は
、
自
己
負
担
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
天
候
等
に
よ
り
内
容
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

は
が
き
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

件
名
に
「
新
川
親
子
流
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
参
加
希
望
」
と
明
記

し
、「
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
保
護
者
の
①
氏
名
②

性
別
③
年
齢
、
お
子
さ
ん
の
①

氏
名
②
性
別
③
年
齢
④
学
年
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
に
連
絡
の

取
れ
る
電
話
番
号
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
②
③
は
保
険
加
入
時
に
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
先　

都
市
整
備
課
管
理

グ
ル
ー
プ
（
〒
４
８
２
‐
８
６

８
６
（
住
所
不
要
）、

６
６

‐
６
１
０
０
、
電
子
メ
ー
ル

to
s
h
is
e
ib
i@
c
ity

.
iw
akura.lg.jp

）

▼
申
込
期
限　

７
月
15
日
㈫

▼
抽
選
・
発
表　

抽
選
に
よ
り

参
加
者
を
決
定
し
、
当
落
に
か

か
わ
ら
ず
、
７
月
23
日
頃
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
。

▼
問
合
先　

都
市
整
備
課
管
理

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１

３
）
ま
た
は
、
愛
知
県
建
設
部

河
川
課
計
画
グ
ル
ー
プ
（
☎
０

５
２
‐
９
５
４
‐
６
５
５
５
）

●
や
ぐ
ら
の
上
で
盆
お
ど

り
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん

か
！

　

８
月
15
日
㈮
・
16
日
㈯
（
予

備
日
17
日
㈰
）
に
開
催
さ
れ
る

い
わ
く
ら
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お

ど
り
の
や
ぐ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
上

で
踊
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
団
体
で
、
日
に
ち
、
時
間
、

曲
目
の
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で

日
時
等
を
複
数
ご
用
意
の
う

え
、
抽
選
会
場
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
希
望
団
体
多
数
の
場

合
は
、
合
同
に
な
っ
た
り
、
踊

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

▼
抽
選
日
時　

７
月
16
日
㈬
午

後
１
時
30
分
〜
（
時
間
厳
守
）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
７
階
大
会

議
室

▼
資
格　

あ
る
程
度
の
人
数

で
、
や
ぐ
ら
の
上
で
踊
れ
る
団

体▼
候
補
曲　

岩
倉
が
好
き
で

す
、
岩
倉
音
頭
、
み
ん
な
の
岩

倉
い
〜
わ
く
ん
、
ダ
ン
シ
ン
グ

ヒ
ー
ロ
ー
、
相
馬
盆
唄
、
炭
坑

節
、
郡
上
節
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
音

頭
な
ど

▼
問
合
先　

商
工
農
政
課
商
工

観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５

８
１
２
）

●広報配達員を募集しています
▶業務内容　市広報等の配布
▶任期　６カ月（再任も可）
▶手当　１世帯あたり１２円
▶募集人数　若干名
▶応募期限　７月３日（木）
※履歴書を提出していただき、面接のうえ決定します。
▶申込・問合先　 秘書課広報広聴グループ（☎３８－

５８０２）
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講座
教室

●
夏
休
み
に
親
子
で
下
水

道
の
役
割
を
学
び
水
の

大
切
さ
を
考
え
よ
う
！

　

夏
休
み
に
、
親
子
下
水
道
教

室
が
五
条
川
右
岸
と
五
条
川
左

岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
内
容　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見

学
や
顕
微
鏡
に
よ
る
微
生
物
の

観
察
、
水
の
汚
れ
を
測
る
実
験

な
ど
下
水
道
の
し
く
み
を
楽
し

く
学
習
し
ま
す
。

▼
費
用　

無
料

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
筒
、

子
ど
も
用
の
上
履
き
（
大
人
用

ス
リ
ッ
パ
は
用
意
し
ま
す
）

▼
主
催　
（
公
財
）
愛
知
水
と

緑
の
公
社

▼
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服

装
・
運
動
靴
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

スポーツ教室参加者募集（夏季）
▶募集期間　７月３日（木）～１５日（火）（先着順）
▶受付場所　市役所６階生涯学習課スポーツグループ　
※市役所時間外、土・日曜日は、総合体育文化センターで受け付けます。参加費は当日までに市役所または当
日に現地でお支払いください（総合体育文化センターで参加費のお支払いはできません）。
▶参加資格　市内に在住・在勤・在学している人で教室ごとに定める対象者
▶その他　電話での受付はできませんのでご了承ください。また、1人で複数家族分の受け付けはできません
のでご注意ください。承諾書を記入する際に印鑑

かん

が必要ですので持参してください。
▶問合先　生涯学習課スポーツグループ（☎３８－５８１９）

 ●対　　象 小学４年生～中学生とその保護者
   （子どものみの参加は保護者の同意として、承諾書の記

入が必要）
 ●定　　員 ２７人
 ●参 加 費 小学４年生～中学生　６，０００円
  保護者　７，０００円
 ●開 催 日 ７／２３（水）
 ●時　　間 午前７時３０分出発　午後６時帰着予定
  発着場所は総合体育文化センター駐車場
 ●会　　場 若狭三方マリンパーク
 ●講　　師 ワイズダイビングサポート
 ●持 ち 物 タオル・水着・水筒・ゴーグル
 ●内　　容  日本海の透き通った景観のなかで磯遊びとシュノーケリ

ングが楽しめます。教室中はインストラクターが付き添
います。

 ●対　　象  小学生（子どものみの参加のため、保護者の同意として
承諾書の記入が必要）

 ●定　　員 ２５人
 ●参 加 費 ５，０００円（レーン代・貸し靴代込み）
 ●開 催 日 ７／２８（月）～３１（木）（４日間）
 ●時　　間 午前１０時 ～ １１時３０分
 ●会　　場 稲沢グランドボウル
 ●講　　師 ＪＢＣ認定プロボウラー
 ●持 ち 物 運動のできる服装・靴下・タオル
 ●内　　容  プロボウラーに教えてもらえますので短期集中でボウリ

ングが上達するかも！！　送迎バスもあります（午前９
時３０分総合体育文化センター発）ので気軽にご参加く
ださい。

シュノーケリング教室
〈体育協会主催〉

ジュニアボウリング教室
〈体育協会主催〉
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※
各
会
場
へ
は
直
接
自
家
用
車

等
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◎
五
条
川
右
岸
親
子
下
水
道
教

室▼
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同

伴
）

▼
と
き　

７
月
24
日
㈭

・
午
前
の
部
…
午
前
10
時
〜
正

午・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

五
条
川
右
岸
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
北
島
町
権
現
山
７

‐
１
）

▼
定
員　

各
30
人
程（
先
着
順
）

▼
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜

（
平
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時
）

▼
申
込
・
問
合
先　

五
条
川
右

岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
６
‐

８
６
５
１
）

◎
五
条
川
左
岸
親
子
下
水
道
教

室▼
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

（
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き　

７
月
31
日
㈭

・
午
前
の
部
…
午
前
10
時
〜
正

午・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

五
条
川
左
岸
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
小
牧
市
新
小
木
四

丁
目
47
）

▼
定
員　

各
10
組
程
度
（
先
着

順
）

▼
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜

25
日
㈮
（
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

▼
申
込
・
問
合
先　

五
条
川
左

岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６

８
‐
７
５
‐
２
９
１
１
）

●
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

心
の
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
こ
と
で
す
。

　

心
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、

「
こ
こ
ろ
病
む
人
」
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
自
立
と
社
会
参

加
を
支
援
す
る
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き・内
容　
下
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ　

江
南
保
健
所
（
江

南
市
布
袋
下
山
町
西
80
）

※
７
月
30
日
の
み　

桜
桂
会　

障
害
福
祉
施
設
（
犬
山
市
大
字

塔
野
地
字
大
畔
２
１
６
、
☎
０

５
６
８
‐
６
３
‐
０
２
２
１
）

▼
対
象
者　

心
の
健
康
や
こ
こ

ろ
病
む
人
の
福
祉
に
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
人　

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜

15
日
㈫

▼
申
込
・
問
合
先　

江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）

●
普
通
救
命
講
習
会

　

消
防
署
で
は
、毎
月
９
日（
３

月
と
９
月
は
上
級
救
命
講
習

会
）
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
身
近

に
い
る
人
が
適
切
な
応
急
手
当

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法

や
、
止
血
法
の
講
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

受
講
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了

証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、

す
で
に
受
講
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
は
、
２
年
か
ら
３
年
ご
と
に

再
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
９
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
間
（
上
級
救
命

講
習
会
は
午
前
９
時
か
ら
８
時

間
）
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

消
防
庁
舎
２
階
大

会
議
室

▼
定
員　

１
回
の
講
習
に
つ
き

30
人

▼
申
込
先　

随
時
消
防
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
電
話
で
も

可
。

　

な
お
、
10
人
以
上
の
受
講
者

が
あ
る
と
き
は
、
日
時
や
会
場

を
調
整
し
て
出
向
く
こ
と
も
で

と　き 内　容 講　師
７月１８日（金）
午後２時～４時

精神疾患とは
愛知県精神保健福祉センター
精神科医　藤

ふじ

城
し ろ

　聡
そう

さん

７月２３日（水）
午後２時～４時

ボランティアとは
江南市社会福祉協議会

福祉活動専門員　伊
い

藤
とう

　光
みつ

洋
ひ ろ

さん
精神障害をもった方の特性や対応について
しらゆり・ワークの取り組みについて

就労継続支援施設「しらゆり・ワーク」
精神保健福祉士　福

ふく

田
だ

　秀
ひで

人
と

さん

７月３０日（水）
午後２時～４時

地域で生活を支えるとは
地域活動支援センター「希楽里」
施設長　渡

わた

辺
な べ

　久
ひさ

佳
か

さん

施設見学
医療法人桜桂会　犬山病院
桜桂会　障害福祉施設

８月６日（水）
午後２時～４時

ボランティアグループ
「あい・愛」の紹介

ボランティアグループ
「あい・愛」　代表者

グループミーティング
～ボランティアを始めるにあたって～

江南市社会福祉協議会
福祉活動専門員　伊藤　光洋さん

江南保健所職員
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き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
ｅ
‐
ラ

ー
ニ
ン
グ
講
習
を
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
講
習
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

細
は
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
指
導
員　

救
急
救
命
士
・
救

急
隊
員

▼
問
合
先　

消
防
署
（
☎
３
７

‐
５
３
３
３
）

●
神
経
難
病
患
者
・
家
族

教
室
の
ご
案
内

　

江
南
保
健
所
で
は
神
経
難
病

の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今

回
は
音
楽
療
法
を
テ
ー
マ
に
、

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
声
を
出
し

た
り
体
を
動
か
し
た
り
な
ど
楽

し
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
人
、
関
心
の
あ
る

人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
18
日
㈮
午
後
２

時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
布
袋
ふ
れ

あ
い
会
館
（
江
南
市
布
袋
町
東

３
５
９
）

▼
内
容　
音
楽
療
法「
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
」

▼
講
師　

す
ず
ら
ん
音
楽
療
法

研
究
所　

市い
ち

川か
わ　

三み

棹さ
お

さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
間　

６
月
25
日
㈬
〜

７
月
16
日
㈬

▼
申
込
・
問
合
先　

江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）

●
栄
養
講
座　

メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が

気
に
な
る
人
へ

　

内
臓
脂
肪
の
多
い
人
は
、
生

活
習
慣
病
に
な
る
確
率
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ

い
食
生
活
を
心
が
け
て
、
健
康

で
い
き
い
き
と
過
ご
す
工
夫
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

７
月
31
日
㈭
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
零
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室

▼
講
師　

管
理
栄
養
士
・
保
健

師▼
内
容　

話
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
た

め
の
食
生
活
」・
調
理
実
習

▼
対
象　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
予
防
や
脂
質
異
常
症

予
防
に
関
心
が
あ
る
人
（
男
女

は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円
（
食
材

費
の
一
部
）

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
手
拭

き
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

▼
定
員　

24
人

▼
申
込
期
間　

７
月
２
日
㈬
〜

25
日
㈮
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）。

▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
膠
原
系
難
病
患
者
家
族

教
室

　

江
南
保
健
所
で
は
、
膠
原
系

難
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族

を
対
象
に
医
療
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
専
門
医
の
先
生
か
ら

病
気
の
こ
と
や
日
常
生
活
上
で

の
工
夫
点
な
ど
を
講
義
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
質
問
に
も
答
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
希
望

の
人
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
14
日
㈪
午
後
２

時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室

▼
内
容　

医
療
講
演
会
「
膠
原

病
の
理
解
と
療
養
生
活
上
の
ポ

イ
ン
ト
」

▼
講
師　

藤
田
保
健
衛
生
大
学

病
院　

小お

野の

田だ　

覚さ
と
る

さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
間　

６
月
30
日
㈪
〜

７
月
９
日
㈬

▼
申
込
・
問
合
先　

江
南
保
健

所
健
康
支
援
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
‐
２

１
５
７
）

●
消
費
生
活
講
座
を
開
催

し
ま
す
！　

電
磁
波
と

健
康
の
関
係
は
？ 

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活

に
役
立
つ
知
識
を
学
び
、
よ
り

よ
い
消
費
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
消
費

生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

オ
ー
ル
電
化
住
宅
、携
帯
電

話
、パ
ソ
コ
ン
が
身
近
に
な
り
、

「
電
磁
波
」と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

「
電
磁
波
と
は
な
ん
な
の
か
？
」

か
ら
電
磁
波
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
疑
問
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

７
月
17
日
㈭
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
研
修
室
１

▼
講
師　

大お
お

久く

保ぼ

千ち

代よ

次じ

（
電

磁
界
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
受
講
費　

無
料

▼
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具　

▼
主
催　

岩
倉
市

▼
企
画
・
運
営　

岩
倉
市
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）

健康
●
が
ん
検
診
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
（
大
野
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
受
診
分
）、
胃
が
ん
検
診
、

肺
が
ん
検
診
（
喀
た
ん
細
胞

診
）、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の

定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご

希
望
の
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
い
わ

く
ら
４
月
15
日
号
、５
月
１
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。が
ん
検
診

申
込
状
況
に
つ
い
て
は
、岩
倉

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ア
ド
レ
ス
裏

表
紙
参
照
、く
ら
し
の
ガ
イ
ド

／
健
康
／
市
民
健
康
診
査
／
が

ん
検
診
等
／
が
ん
検
診
等
申
込

状
況
に
つ
い
て
）に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
時
間　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
健

康
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
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●
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
に
「
医
師
の
健
康
相

談
」

　

健
康
診
査
等
の
結
果
に
つ
い

て
医
師
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ご
希
望
に
よ
り
栄

養
士
の
栄
養
相
談
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
31
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
対
象　

健
康
診
査
等
の
結
果

に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
人

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

医
師
、
栄
養
士
に
よ

る
健
康
診
査
等
の
結
果
の
相
談

（
無
料
）

▼
定
員　

10
人

▼
持
ち
物　

健
康
診
査
等
の
結

果
票
・
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法　

７
月
１
日
㈫
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
・
先
着
順
）。

▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
30
歳
以
上
の
人
と
妊
婦

さ
ん
の
た
め
の
成
人
歯

科
健
康
診
査

　

歯
科
健
診
を
定
期
的
に
受
け

る
こ
と
で
、
む
し
歯
や
歯
周
病

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
治
療

に
か
か
る
こ
と
で
症
状
が
悪
化

し
て
か
ら
か
か
る
よ
り
も
治
療

期
間
の
短
縮
、治
療
費
の
軽
減
、

治
療
中
の
痛
み
も
最
小
限
に
抑

え
ら
れ
ま
す
。
１
年
に
１
度
、

歯
科
健
診
を
受
け
る
こ
と
を
習

慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
日
・
受
付
時
間　

７
月

25
日
㈮
、
28
日
㈪
、
29
日
㈫
午

後
１
時
〜
２
時
30
分

※
９
月
と
10
月
に
18
日
間
実
施

し
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
広
報

い
わ
く
ら
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
対
象　

30
歳
以
上
の
人
（
昭

和
60
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
お
よ
び
妊
婦

▼
定
員　

各
日
９
人

▼
診
査
内
容　

歯し

牙が

・
歯し

周し
ゅ
う

診
査
、
相
談
、
指
導
、
口
臭
測

定
（
希
望
者
）

▼
費
用　

無
料

▼
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
・

先
着
順
）。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
・
問
合
先　

健
康
課
指

導
グ
ル
ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）

●
20
歳
〜
39
歳
お
よ
び
医

療
保
険
未
加
入
者
の
健

康
診
査

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
実
施
日
時
に
直
接

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
健
診
日
時
・
対
象
・
費
用　

下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
対
象
年
齢
は
、
平
成
27
年
３

月
31
日
時
点
で
の
年
齢
で
す
。

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先　

健
康
課
健
康
グ
ル

ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３

７
‐
３
５
１
１
）

●
熱
中
症
の
予
防
に
は

「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」

と
「
水
分
補
給
」
が
大

切
で
す
！

　

熱
中
症
と
は
、
か
ら
だ
に
熱

が
こ
も
っ
て
体
温
調
節
が
で
き

な
く
な
り
、
脱
水
症
状
を
起
こ

し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
重
症

に
な
る
と
死
に
至
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
７
月
か
ら
８
月
に

多
く
発
生
し
ま
す
。
気
温
は
、

22
度
か
ら
37
度
ま
で
の
広
い
範

囲
に
分
布
し
て
お
り
、
湿
度
が

高
け
れ
ば
気
温
が
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
く
て
も
発
生
し
ま
す
。
時

間
帯
は
10
時
か
ら
18
時
ま
で
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
外
出

時
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

　

暑
い
日
中
の
屋
外
で
の
活
動

は
、
十
分
に
水
分
を
と
っ
て
い

て
も
危
険
で
す
。
炎
天
下
で
の

外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
外
出

時
は
帽
子
や
日
傘
で
直
射
日
光

を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

対象者
20～39歳の職場等で健診を受診する機会のない
市内在住の希望者
（昭和50年4月1日～平成7年3月31日生まれの
人）

40歳以上の市内在住者で医療保険未加入（生活
保護受給者等）の人

費用 2,600円 無料（生活保護受給者は事前に配布されている受
診券を持参してください。）

健診日 7/22（火）・23（水）・24（木）・25（金）
受付時間 午前9時～11時30分
検査項目 問診・身体測定・血圧測定・尿検査・脂質検査・肝機能検査・血糖検査・理学的検査・心電図検査・

貧血検査・眼底検査（コンタクトレンズを使用されている人はケースをお持ちください。）
会場 保健センター
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エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
を
調

整
し
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
の
熱
中
症
は
室
内
で

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
暑
さ

が
目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
湿

度
計
付
き
の
温
度
計
を
設
置

し
、
室
温
28
度
、
湿
度
70
㌫
を

越
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
ま
し
ょ
う
（
冷
や
し
す
ぎ

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）。

の
ど
が
か
わ
い
た
と
思
う
前
に

こ
ま
め
に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ

う
　

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
呼
吸

や
皮
膚
か
ら
の
蒸
発
で
、
何
も

し
な
く
て
も
１
日
９
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
も
の
水
分
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
常
生

活
の
中
で
も
水
分
を
失
い
ま
す

の
で
、
１
日
に
１
・
３
リ
ッ
ト

ル
程
度
（
約
コ
ッ
プ
８
杯
分
）

の
水
分
摂
取
が
必
要
で
す
。
屋

外
で
の
作
業
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
時
に
は
、
15
〜
20
分
ご

と
に
一
口
〜
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
程
度
の
水
分
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
や
汗
で
失

う
水
分
量
を
多
く
す
る
た
め
、

水
分
補
給
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
症
状
が
で
た
ら
要
注

意
！

①
急
に
元
気
が
な
く
な
る

②
ぼ
ん
や
り
す
る

③
頭
が
痛
い

④
め
ま
い
・
吐
き
気

も
し
熱
中
症
に
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
ら

　
『
意
識
が
な
い
』
あ
る
い
は

『
呼
び
か
け
に
対
す
る
返
事
が

お
か
し
い
』
場
合
は
、
す
ぐ
に

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、『
自
力
で
水
分
を
と
る

こ
と
が
で
き
な
い
』
場
合
も
緊

急
で
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
が
疑

わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と

を
救
急
隊
や
医
療
機
関
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

暑
い
夏
は
決
し
て
無
理
を
せ

ず
、
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先　

健
康
課
指
導
グ
ル

ー
プ
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
３

７
‐
３
５
１
１
）

相談・
その他

●
『
就
職
』
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

例
え
ば
…
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、
就
職
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

…
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
わ

か
ら
な
い
…
、
就
職
活
動
し
た

こ
と
が
な
い
ん
だ
け
ど
…

　

市
で
は
、
就
職
活
動
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お
持
ち

の
若
者
や
大
学
・
高
校
等
を
卒

業
後
も
未
就
職
の
状
態
に
あ
る

若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
若

年
者
就
職
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
28
日
㈪

①
午
後
１
時
〜
１
時
50
分
、
②

午
後
２
時
〜
２
時
50
分
、
③
午

後
３
時
〜
３
時
50
分

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
定
員　

３
人
（
各
時
間
１
人

／
50
分
）

▼
相
談
費　

無
料

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

福ふ
く

永な
が　

英え
い

子こ

さ
ん
（
県
委
嘱
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）

▼
対
象
者　

45
歳
未
満
の
若
年

者
（
大
学
、
短
大
等
の
学
生
を

含
む
）
お
よ
び
そ
の
家
族

▼
申
込
方
法　

７
月
18
日
㈮
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先　

商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）

●
愛
知
県
医
療
安
全
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

愛
知
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
医
療
に
関
す
る
心
配
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
の
実
施
方
針

・
中
立
的
な
立
場
か
ら
患
者
や

家
族
と
医
療
関
係
者
・
医
療
機

関
の
信
頼
関
係
の
構
築
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

・
セ
ン
タ
ー
は
医
療
事
故
で
あ

る
か
否
か
や
、
責
任
の
所
在
を

判
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
患
者
・
家
族
と
医
療
機

関
の
問
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
中
立
的
な
立
場

か
ら
助
言
し
ま
す
。

▼
相
談
受
付
時
間　

午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
、

面
談
（
面
談
は
要
予
約
）

▼
問
合
先　

愛
知
県
医
療
安
全

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
２
‐

９
５
４
‐
６
３
１
１
）

●
救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
　

救
急
出
動
件
数
は
、
全
国
的

に
増
加
し
て
お
り
、
岩
倉
市
で

も
昨
年
同
時
期
と
比
べ
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
は
、
タ
ク
シ
ー
代

わ
り
に
救
急
車
を
利
用
す
る
よ

う
な
緊
急
性
が
低
い
ケ
ー
ス
も

見
受
け
ら
れ
、
重
症
の
傷
病
者

へ
の
対
応
に
支
障
が
出
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
出
動
時
等
に
は
、
サ
イ

レ
ン
音
を
鳴
ら
し
て
走
行
す
る

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
、
緊

急
性
の
低
い
救
急
出
動
は
、
周

辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
症
状
が
軽
い
場

合
は
、
早
め
に
ご
自
身
で
近
く

の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
な

ど
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

こ
ん
な
と
き
は
迷
わ
ず
１
１
９

番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い

★
意
識
が
な
い
と
き

★
呼
吸
困
難
で
あ
る
と
き

★
胸
が
痛
い
と
き

★
激
し
く
頭
が
痛
い
と
き

　

病
院
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
に
よ
る
案
内
と
愛
知

県
広
域
災
害
・
救
急
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
診
察
で
き
る
病
院
を
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
８
６
‐
７
２
‐
１
１
３

３
）

愛
知
県
広
域
災
害
・
救
急
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.qq.pref.

aichi.jp

）

▼
問
合
先　

消
防
署
（
☎
３
７

‐
５
３
３
３
）
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ス
ト
ッ
プ・ザ
交
通
事
故
高
め

よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル

●
夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
７
月
11
日
㈮
〜
20
日

㈰
　

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の

レ
ジ
ャ
ー
の
本
格
的
な
シ
ー
ズ

ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
暑
さ
や
レ
ジ

ャ
ー
の
疲
れ
か
ら
注
意
力
が
散

漫
に
な
っ
た
運
転
者
と
、
外
出

の
機
会
が
増
え
る
子
ど
も
や
、

暑
さ
で
体
力
の
低
下
が
心
配
さ

れ
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
の
開
放
感
か
ら
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
飲
酒
運

転
に
よ
る
重
大
事
故
の
多
発
も

心
配
さ
れ
ま
す
。
思
い
や
り
の

意
識
を
高
め
、
交
通
マ
ナ
ー
を

向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
重
点
実
施
項
目

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

・
歩
行
者
、
自
転
車
の
交
通
事

故
防
止

・
交
差
点
事
故
の
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
を
徹
底

▼
問
合
先　

江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）

●
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
に
取
り
組
む
県
民

運
動
（
夏
期
）

　

青
少
年
が
心
身
と
も
に
明
る

く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
子
を
持
つ
す
べ
て
の
親
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
害
サ
イ

ト
等
に
よ
り
青
少
年
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
起
き
る

と
と
も
に
、
児
童
虐
待
や
児
童

ポ
ル
ノ
等
の
犯
罪
被
害
に
遭
う

青
少
年
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な

ど
、
非
行
防
止
・
被
害
防
止
の

両
面
に
お
い
て
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
青
少
年
が
解
放
感

等
か
ら
有
害
環
境
等
に
接
す
る

機
会
の
多
く
な
る
夏
休
み
期
間

中
を
中
心
に
７
、
８
月
を
強
調

月
間
と
定
め「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
に
取
り
組
む
県
民
運

動
（
夏
期
）」
を
実
施
し
ま
す
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
そ

れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

認
識
し
、
大
人
が
率
先
し
て
規

律
あ
る
行
動
を
示
す
と
と
も

に
、
県
民
す
べ
て
が
力
を
合
わ

せ
て
非
行
防
止
機
能
の
再
生
・

活
性
化
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
の
運
動
や
青
少

年
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め
の

運
動
を
集
中
的
に
展
開
し
ま

す
。

▼
強
調
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜

８
月
31
日
㈰

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン　

非
行
の
芽　

は
や
め
に
つ
も
う　

み
な
我
が

子▼
主
催　

愛
知
県
、
愛
知
県
教

育
委
員
会
、愛
知
県
警
察
本
部
、

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

▼
問
合
先　

愛
知
県
県
民
安
全

課
総
務
・
広
報
グ
ル
ー
プ　

湯

浅
（
☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
１

４
４
７
）

●
「
子
育
て
情
報
誌
」
を

更
新
し
ま
し
た

　

子
育
て
情
報
誌
「
こ
ど
も
た

ち
キ
ラ
キ
ラ
い
わ
く
ら
子
育
て

情
報
」
に
健
診
な
ど
の
保
健
セ

ン
タ
ー
の
情
報
が
加
わ
り
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
と
き
か
ら

乳
幼
児
期
ま
で
の
子
育
て
に
関

す
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
、
小
児

救
急
の
上
手
な
か
か
り
方
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
児
童
館
な
ど
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

児
童
家
庭
課
家
庭

グ
ル
ー
プ
（
☎
３
８
‐
５
８
１

０
）

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　

献
血
は
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

あ
な
た
の
勇
気
と
思
い
や
り

で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。
血

液
の
安
定
的
な
確
保
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
６
日
㈰

▼
と
こ
ろ　

ピ
ア
ゴ
八
剱
店

▼
受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分
、
午
後
１
時
〜
４
時

▼
問
合
先　

岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
岩
倉
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
☎
３
７
‐
３
１
３
５
）

●
ご
存
知
で
す
か
？　

シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
！

お
困
り
の
際
は
…

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
屋
内
・
屋
外
清
掃
、
除
草

だ
け
で
な
く
各
種
修
繕
、
塗
装

等
登
録
会
員
の
知
識
と
経
験
を

生
か
し
た
就
業
を
し
て
い
ま

す
。「
こ
ん
な
仕
事
も
お
願
い

で
き
る
の
？
」
と
お
困
り
の
際

に
は
、一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
で
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

就
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

営
利
を
目
的
と
し
な
い
公
共

的
、
公
益
的
な
団
体
で
す
の
で

安
心
で
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

も
し
、
今
あ
な
た
が
暇
を
も

て
あ
ま
し
て
い
る
な
ら
、
あ
な

た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
、

社
会
の
た
め
、
誰
か
の
た
め
に

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
員

登
録
し
、
就
業
す
る
こ
と
を
通

じ
て
新
し
い
生
き
が
い
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
資
格　

①
市
内
に
在
住
す
る

原
則
60
歳
以
上
の
人
②
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
③
シ
ル
バ

ー
の
理
念
に
賛
同
さ
れ
た
人

▼
問
合
先　

岩
倉
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
６
‐
２

２
２
３
）
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こ
れ
か
ら
事
業
を
は
じ
め
る

人
へ

●
岩
倉
市
創
業
等
支
援
資

金
融
資
信
用
保
証
料
の

助
成
金
と
利
子
補
給
補

助
金
の
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

愛
知
県
で
は
、
事
業
を
営
ん

で
い
な
い
個
人
で
、
１
カ
月
以

内
に
個
人
で
ま
た
は
２
カ
月
以

内
に
会
社
を
設
立
し
て
、
県
内

で
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る

具
体
的
計
画
を
有
し
て
い
る
人

と
県
内
で
事
業
を
開
始
し
た
日

か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い

個
人
ま
た
は
会
社
を
対
象
に
愛

知
県
経
済
環
境
適
応
資
金
の
う

ち
創
業
等
支
援
資
金
融
資
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

岩
倉
市
で
は
、
こ
の
愛
知
県

の
融
資
を
受
け
ら
れ
た
人
を
対

象
に
、
創
業
等
の
負
担
軽
減
と

市
内
産
業
の
発
展
お
よ
び
振
興

を
目
的
に
そ
の
融
資
に
係
る
信

用
保
証
料
の
助
成
と
利
子
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
該

当
さ
れ
る
人
は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

愛
知
県
経
済
環
境
適
応
資
金 

創
業
等
支
援
資
金
融
資
の
概
要

・
貸
付
限
度
額　

２
千
５
０
０

万
円

・
貸
付
期
間
・
利
率　

４
年
以
上
５
年
以
内
…
年
１
・

７
㌫

６
年
以
上
７
年
以
内
…
年
１
・

８
㌫

岩
倉
市
創
業
等
支
援
資
金
融
資

信
用
保
証
料
補
助
金

▼
補
助
対
象　

①
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
ま
た
は
、
市
内
に

事
業
所
を
有
す
る
予
定
の
個
人

ま
た
は
法
人

②
融
資
に
係
る
保
証
料
を
一
括

納
付
し
た
人

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
助
成
額　

信
用
保
証
書
記
載

の
保
証
料
の
全
額
（
１
０
０
円

未
満
切
捨
て
）

岩
倉
市
創
業
等
支
援
資
金
融
資

利
子
補
給
補
助
金

▼
補
助
対
象　

①
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
ま
た
は
、
市
内

に
本
社
を
置
く
法
人
（
市
内
に

住
所
を
有
す
る
予
定
の
個
人
ま

た
は
市
内
に
本
社
を
置
く
予
定

の
法
人
を
含
む
）

②
融
資
を
受
け
た
人

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▼
申
込
・
問
合
先　

商
工
農
政

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３

８
‐
５
８
１
２
）

岩倉市ほっと情報メールにご登録ください！
　市では、市民の皆さんに防災、防犯などの情報をお
知らせするメール（岩倉市ほっと情報メール）の配信
をしています。このメールでは、市の防災・防犯情報
のほか、イベントの情報や子育て支援、保健センター
事業などの暮らしに役立つ情報を配信していますの
で、ぜひご登録ください。
①　空メールを送信
右記QRコードを読み取るか
t-iwakura@sg-m.jpへメールを送信
②　返信メールを受信 
　「仮登録完了のお知らせ」を受信 QRコード
③　メール本文中のURLにアクセス
④　登録画面が表示されたら、「利用規約」を確認後、
配信を希望する項目を選択して登録
⑤　「本登録完了のお知らせ」メールを受信して登録完
了
▶問合先　秘書課広報広聴グループ（☎３８－５８０
２）

 入札結果 （５月２２日）

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間

舗装修繕工事 川井町地内 （有）八信建設 7,344,000 5/30～8/27

予約の多かった本
（４月～５月）

①豆の上で眠る
 （湊

みなと

　かなえ）
②村上海賊の娘　上
 （和

わ

田
だ

　竜
りょう

）
③村上海賊の娘　下
 （和

わ

田
だ

　竜
りょう

）

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

 

（
☎
３
７
‐
６
８
０
４
）

（
７
月
は
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、

31
日
㈭
が
休
館
日
で
す
）

新
着
図
書
の
ご
案
内

一
般
新
着
図
書

★
謎
と
き
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ

ス 

木き

村む
ら　

榮え
い

一い
ち　

著

★
国
民
気
質
で
観
る
サ
ッ
カ
ー

ｗ
杯

 

片か
た

野の　

優ま
さ
る

、
須す

貝が
い　

典の
り

子こ

著

児
童
新
着
図
書

★
い
ろ
い
ろ
い
ろ
の
ほ
ん

エ
ル
ヴ
ェ
・
テ
ュ
レ
作

 

谷た
に

川か
わ　

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

訳

★
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
の
お
じ
さ
ん

そ
う
ま　

こ
う
へ
い
作

 

タ
ム
ラ　

フ
キ
コ
絵

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.iw
akura-

library.com
/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

貸
出
中
の
図
書
の
予
約
が
で
き

ま
す
）。
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市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていますので、お気軽にご相談ください。
なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただきます。

●心の相談電話　☎3
み

7
な

-7
な

8
や

6
む

7
な

　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけください。

▼とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替休日を除く)

お気軽にご相談ください
市民相談室（☎38－5822）
市 民 相 談

■一般・消費生活相談
月～金曜日（祝日、振替休日を除く）
午前９時～午後４時
■消費生活専門相談
毎月第１～第４火曜日午後１時～４時
※多重債務問題等に関する相談をお受けします。
お気軽にご相談ください。
■年金相談
７月２日（水）午前１０時～午後３時
■法律相談（予約制…定員各６人）
７月８日（火）・２３日（水）午後１時～４時
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受
け付けます（先着順、電話可）。

■登記相談
７月９日（水）午後１時～４時
■不動産相談
７月１０日（木）午後１時～４時
■人権相談
７月１１日（金）午後１時～４時
■行政相談
７月１１日（金）午後１時～４時
■戦没者遺族相談
７月１８日（金）午後１時～４時
■若年者就職相談
７月２８日（月）午後１時～４時
■税務相談
８月７日（木）午後１時～４時

●
多
重
債
務
者
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｢

ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会｣
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時（
７
月
17
日
・

８
月
21
日
・
９
月
18
日
）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民

相
談
室

▼
相
談
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｢

ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会｣

の
司
法

書
士
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▼
主
な
相
談
内
容　

ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、
借

入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、

借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
な
ど

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

※
予
約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
先　

ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
☎
０
８
０
‐
３

２
８
９
‐
７
７
０
４
）

★不用品データバンク★
　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消費生
活のために不用品データバンクをご活用ください。なお、物品
のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。
登録物品（６月１１日現在）
▶譲ります（有償）　ベビー箪笥、電動自転車
▶あげます（無償）　窓用網戸、ノートパソコン用机上ワイヤー
フレームラック、幼児用スヌーピーキャラクタークッション、
ジュニアシート、新生児用服（女児用）、帯紐、授乳用クッション、
チャイルドシート
▶求めます　炊飯ジャー（５・５合）、ノートパソコン（windows
Vista以降のもの）、乳児用衣類、保育園用品（体操服・通学か
ばん）、曽野小学校体操服、マタニティ用品（パジャマ、ズボン
等）、ベビー服、岩倉幼稚園男子用品（スモック・かばん等）、
クーラー
　岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも確認できます。
▶問合先　商工農政課商工観光グループ（☎３８－５８１２）
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Sistema da aposentadoria (nenkin 
seido) do Japão:
日
に

本
ほ ん

の年
ね ん

金
き ん

制
せ い

度
ど

について
O Sistema de aposentadoria do Japão tem o objetivo de manter 
a estabilidade social de todos os cidadãos que residem no 
Japão durante a terceira idade, em casos de def iciências, 
falecimento, entre outros. Portanto, determina-se que todos 
devem se inscrever no plano de pensão. Entre os planos 
públicos de pensões, se incluem a Aposentadoria Nacional 
(kokumin nenkin) o Seguro de Aposentadoria Corporativa 
(kōsei nenkin hoken) e vários outros tipos de Planos de Pensão 
da Sociedade de Mútua Assistência (kyōsai nenkin). A 
Aposentadoria Nacional é um sistema que oferece uma pensão 
básica a todos os segurados. No Seguro da Aposentadoria 
Corporativa e no Planos de Pensão da Sociedade de Mútua 
Assistência se estabelece como regra geral uma pensão 
proporcional à remuneração, adicionada à pensão básica.　
As contribuições da aposentadoria, pode ser abatida no imposto 
retido sobre a fonte(shotokuzei) e no imposto municipal e 
provincial (shikenminzei) desde que seja declarado. Os 
assa lar iados  devem declarar  no  a jus te  de  f ina l  de 
ano(nenmatsu chosei) e aos demais na declaração individual 
def initiva de renda(kakutei shinkoku). 

Sistema de pagamento das parcelas 
vencidas (Kounou Seido):
国
こ く

民
み ん

年
ね ん

金
き ん

保
ほ

険
け ん

料
りょう

の後
こ う

納
の う

制
せ い

度
ど

É possível efetuar o pagamento das parcelas da Aposentadoria 
Nacional dos últimos 10 anos!
O Sistema de pagamento das parcelas vencidas (Kounou 
Seido) esta em vigor desde outubro de 2012 até setembro de 
2015 somente pelo período de 3 anos; é um sistema que 
permite efetuar o pagamento das parcelas vencidas dos últimos 
10anos da Aposentadoria Nacional que não foram pagas dentro 
do prazo de vencimento. 
Utilizando o Sistema de pagamento das parcelas vencidas é 
possível aumentar o valor da pensão; podendo tornar-se 
possível adquirir a qualif icação para recebimento da pensão 
em casos de pessoas que não tenha o período mínimo de 
contribuição, etc.

Informativo do Posto de Saúde – 
Trazer sem falta a caderneta 
materno-infantil (Boshi techo) 
quando for realizar alguma 
atividade de saúde abaixo: 

Vacina preventiva contra a BCG 
BCG予

よ

防
ぼ う

接
せ っ

種
し ゅ

Aplicar a vacina antes de completar 1 ano de idade. 
Dia 9 (qua) e 30(qua) de julho – comparecer no horário de 
recepção das 13:00 as 14:00. 

Exame de saúde para crianças:
乳
にゅう

幼
よ う

児
じ

健
け ん

康
こ う

診
し ん

査
さ

★  Exame de saúde para bebês de 4 meses…11 (sex) e 17 
(qui) de julho, comparecer no horário de recepção das 
12:45 as 13:30.

★  Exame de saúde para crianças de 1 ano e 6 meses…15 (ter) 
de julho, comparecer no horário de recepção das 12:45 as 
13:30.

★  Exame dental para criança de 2 anos… 7 (seg) de julho, 
comparecer no horário de recepção das 12:45 as 13:30.

★  Exame dentário para pais e f ilhos de 2 anos e 6 meses…4 
(sex) de julho, comparecer no horário de recepção das 
12:45 as 13:30.  

★  Exame de saúde para crianças de 3 anos… 8 (ter) de julho, 
comparecer no horário de recepção das 12:45 as 13:30.

Dia da coleta do lixo reciclável
分
ぶ ん

別
べ つ

収
しゅう

集
しゅう

の日
ひ

01/07 (ter) ・Yatsurugi Cho・Inoue Cho・Kamino Cho・
Ishibotoke Cho
04/07(sex) ・Sono Cho・Inari  Cho・Taisanji  Cho・
Taisanjimoto Machi・Taisanjihon Machi・Gojo Cho・
Daiichiba Cho
08/07(ter) ・Daichi Cho・Daichishin Machi・Chuo Cho・
Minamishin Machi・Kawai Cho・Kitajima Cho・Noyori Cho
11/07(sex) ・Higashishin Machi(IwakuraDanchi)
15/07(ter)  ・Nakahon Machi・Higashi Machi・Nakano Cho・
Suzui Cho

Dia da coleta de papel velho e roupa 
usada
古
こ

紙
し

と古
ふ る

着
ぎ

の日
ひ

01/07(ter)・Nakahon Machi・Higashi Machi・Suzui Cho
04/07(sex) ・Shimohon Machi・Showa Cho・Asahi Machi・
Sakae Machi 2 Chome・Shinyanagi Cho・Shinyanagi Cho1ku
08/07(ter)・Saichi Cho・Hon Machi・Miyamae Cho・Sakae 
Machi1chome
12/07(sab) ・Higashishin Machi(IwakuraDanchi)
15/07(ter)・Yatsurugi Cho・Kamino Cho・Ishibotoke Cho

● Informações（ ３８－５８０７）
Disponível intérprete em português

ポルトガル語
ご

情
じょう

報
ほ う

コーナー
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「節電」にご協力をお願いします
　今夏も猛暑が予想されており、岩倉市では公共施設の省エネ・節電に努めているところです。市民の皆さんや
事業者の皆さんにおかれましても引き続き、省エネ・節電の取り組みをお願いし、省エネ・節電のポイントをご
紹介します。

　あまり負担の多い節電は続けることが難しいばかりか、健康に支障がでる場合もあります。健康維持に支障の
ない範囲で、普段の省エネ・節電に取り組み、我慢するのではなく、電力を賢く使う「スマート・ユース」で今
夏を乗り切りましょう。
　夏の安定した電力供給のために皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。
●問合先　環境保全課環境グループ（☎３８－５８０８）まで。

空調の設定温度・風向きを調整して節電しましょう。

ゴーヤなどの植物を窓外に這わせる「緑のカーテン」
を導入することで、日差しを防ぐだけでなく、見た
目にも涼しく感じられます。

省エネタイプのＯＡ機器を導入したり、太陽光発電
システムを取り入れたりしましょう。また、省エネ
タイプの照明器具（ＬＥＤ電球など）に取替えましょ
う。

「ノー残業デー」などを設定し、その日の夜間の電
力消費を削減しましょう。

パソコンやコピー機などのＯＡ機器はこまめに電源
を切りましょう。また、長時間使用していない機器
のコンセントは抜くようにしましょう。

特に平日の午後１時から４時までのピーク時間帯に
は一層の節電強化をしていただくようお願いします。

クールビズスタイルなどで体感温度を下げる工夫を
しましょう。

エレベーターの利用はできる限り控えて、階段の利
用を推奨しましょう。

事業所でできる省エネ・節電対策

エアコン、照明、テレビ、
パソコンなどの家電製品
は必要なときだけ使い、
使わないときはこまめに
スイッチを切るようにし
ましょう。

家庭でできる省エネ・節電対策

冷蔵庫は、扉の開閉時間
を短くして、物を詰め込
みすぎないようにしま
しょう。

エアコンの設定温度は２８
度を目安にしましょう。な
お、設定温度を１度高くす
ると約１３％の消費電力の
削減になるといわれていま
す。また、扇風機を併用し
て冷えた空気を循環させる
ことも効果的です。

照明器具は、ランプやか
さが汚れると明るさが低
下しますので、こまめに
お手入れしましょう。ま
た、電球型蛍光灯やＬＥ
Ｄ電球などに取替えるこ
とで消費電力を抑えるこ
とができます。

早寝早起きは夜の消費電
力を抑えることにつなが
ります。生活スタイルを
見直して節電に心がけま
しょう。

家電製品は、使用されて
いないときでも「待機電
力」が消費されます。コ
ンセントを抜くなどの工
夫で待機時の消費電力を
減らしましょう。

テレビを消すときはでき
るだけ主電源で消しま
しょう。また、旅行など
長期不在の時はコンセン
トを抜きましょう。



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先　秘書課広報広聴グループ（☎38-5802）まで。

五 岩倉北小学校２年生　「町たんけん」

条川を知ろう

皆 アダプトプログラムの日

で協力してきれいな街へ
　５月30日（金）、アダプトプログラムの一
斉実施日として清掃活動が行われました。
　アダプトプログラムは、公園・道路などの
里親制度で、自分たちの地域を自分たちでき
れいにしようという気持ちを持つ市民の皆さ
んによって実施されています。
　今年のセレモニー会場の中央公園では、市

長感謝状の贈呈、アダプトプログラムスロー
ガン宣言などが行われた後、中央公園とその
周辺の清掃活動を行いました。
　暑さが厳しい中でしたが、参加した皆さん
は額に汗をかきながらごみを集めていました。
（左の写真は、広報モニター山田幸哉さん提
供）

　５月27日（火）、岩倉北小学校２年生が生活科の学習
で「町たんけん」を行いました。
　岩倉の水辺を守る会会長の奥田信夫さんを訪ねたグ
ループは、奥田さんから五条川にどんな生き物がいるか、
昔の五条川の様子、五条川を守るために必要なことなど
の話を聞きました。身近な存在である「五条川」の話を
子どもたちは熱心に聞いていました。
（写真は、広報モニター山田幸哉さん提供）

　６月７日（土）、東町で稲づくり体験として、古代米づ
くり農業体験が行われ、29人が参加しました。
　古代米づくりでは、田植えから稲刈りまでを農家の指
導のもと、参加者全員が協同で行います。
　体験初日のこの日は、古代米の田植えを行い、初めて
体験した人は、「土の中に足が埋まって動きづらかった
が気持ちいい。」、「思っていたより重労働で腰が痛い！
でも楽しい！」と笑顔で話していました。
　今後、３回程度の草取りが行われ、稲刈りは10月中
旬に行われる予定です。
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広報いわくら音声版（ＣＤ）を用意しています。また、ホームページでも公開
しています。どなたでもお聴きになれますのでご利用ください。
●問合先　秘書課広報広聴グループ（☎38－5802）

●毎月２回　１日・１５日発行
●岩倉市ホームページアドレス
　http://www.city.iwakura.aichi.jp/
●岩倉市Ｅメールアドレス（代表）
　koho.prsec@city.iwakura.lg.jp
●編集　総務部秘書課広報広聴グループ
●発行　岩倉市役所
〒482－8686愛知県岩倉市栄町一丁目66番地
☎ 0587－66－1111　FAX0587－66－6100

岩倉市の人口／47,555人
男性／23,678人
女性／23,877人
世帯数／20,481世帯
（６月１日現在）

前月比 ＋45人
＋18人
＋27人

   ＋23世帯

前年比 －165人
－107人
－58人
＋84世帯

1 火 分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町
古紙と古着の日／中本町・東町・鈴井町

2 水 ★健康チェックの日
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

3 木 ★母子健康手帳の交付

4 金
★２歳６か月児親子歯科健康診査
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺
元町・大山寺本町・五条町・大市場町
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町
二丁目・新柳町・新柳町１区

5 土 野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

6 日
休日急病診療（向井研　いわくら耳鼻咽喉科）

日曜資源回収ステーション（清掃事務所９：00
～12：00）
日曜市役所（証明発行業務）開設（８：30
～12：00）

7 月 ★２歳児歯科健康診査

8 火
★３歳児健康診査
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・
川井町・北島町・野寄町
古紙と古着の日／西市町・本町・宮前町・栄町
一丁目

9 水 ★ＢＣＧ
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

10 木 ★母子健康手帳の交付

11 金 ★４か月児健康診査
分別収集／東新町（岩倉団地）

12 土 古紙と古着の日／東新町（岩倉団地）
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道

13 日

休日急病診療（中川浩　ようてい中央クリニック）
日曜資源回収ステーション（消防署東側防災
公園９：00～12：00）
日曜市役所（証明発行業務）開設（８：30
～12：00）
※正午から市役所市民スペースはお休みです。

14 月 ★乳幼児健康相談

15 火
★１歳６か月児健康診査
分別収集／中本町・東町・中野町・鈴井町
古紙と古着の日／八剱町・神野町・石仏町

★印は、保健センターで行います。
　休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。

7月のカレンダー
●戸籍、住民票、印鑑登録、国民健康保険、後期高齢者医療等
　市民窓口課（☎０５８７－３８－５８０７）
●ごみの収集・処理、犬・猫などのペットの死体処理、
　公害、環境保全　等
　環境保全課（☎０５８７－３８－５８０８）
●保育園、児童福祉、児童手当　等
　児童家庭課（☎０５８７－３８－５８１０）

防災無線テレホンサービス
　☎0587－37－0099
消防テレホンサービス
　☎0587－38－3119
救急医療情報センター
　☎0586－72－1133
休日急病診療所（日曜日・祝日）
　☎0587－66－4708
　受付　 9：00～11：30
　　　　13：00～16：30
小児救急外来
　江南厚生病院内（こども救急診察室）
　☎0587－51－3333
　○日曜日・祝日・第2・4・5土曜日
　　受付　 8：30～16：30
　○第1・3土曜日
　　受付　12：20～16：30
　愛知県小児救急電話相談
　☎＃8000
　☎052－962－9900
　○毎日
　　受付　19：00～23：00

確認してください

お近くの 避難場所

主要地方道春日井一宮線
主要地方道春日井一宮線
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東町長山東町長山

中野
児童遊園
中野

児童遊園

㉖中野会館
　中野会館は、中野児童遊
園の西側で東町長山の交差
点の北西側にあります。所
在地は中野町馬出58番地
２です。一度ご確認くださ
い。
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